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１．   データ交換システムの運用 

     お取引先との運用を円滑に図るためデータ交換における運用方法を以下のように定めます。 

 

１．１ 運用時間 

              時     間     帯 

 

                            １                  ２ 

         ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３ 

 

         □□□□□□□■■■■■■■■■■■■■□□□□  （月)から(日)曜日 

                ①                    ② 

 

                        ① ２０時 ～  ７時          □：接続不可      原則、接続が出来ない時間帯です。 

                        ②   ７時  ～ ２０時          ■：接続可能      当社がお取引先に接続を保証している時間帯です。 

 

                                                                          ①②いずれの場合もセンタが正常に運用されている場合とします。 

 

１．２    運用規則 

 

          ① 発注データの送信要求は、お取引先起動とします。 

          ② 未配信の発注データは、次回の発注処理後のものに併合致します。 

          ③ 回線エラーなどで発注データの集信が異常終了した場合、再送要求を行うものとします。 

              この場合、データの途中からではなく先頭から再集信を行うものとします。 

          ④  運用時間に変更がある場合、文書にて連絡致します。 
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２． 発注データの内容について 

 

２．１  発注データの構成 

 

 

ファイル 

 ヘッダー 

 

ヘッダー部(1) 

 

 

ヘッダー部(2) 

 

 

明細部 

 

 

明細部 

(最大９明細） 

 

ヘッダー部(1) 

 

ヘッダー部(2) 

  

 

明細部 

  

 

明細部 

  

 

※ 明細部 

叉は 

    スペース 

  

    

                                              １伝票 

     

      128ﾊﾞｲﾄ 

 

          256ﾊﾞｲﾄ 

 

   最終ブロック（256ﾊﾞｲﾄ）がショートブロック（128ﾊﾞｲﾄ）の場合、スペースが設定され256バイトのデータになります。 

 

２．２  発注データの内容 

     内容について、その詳細を説明します。 
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ファイルヘッダー       

項 番 項  目  名          属 性 桁 数   内     容 

 ① レコード区分 文字／Ｘ   １ “Ｆ”が記録されています 

 ② レコード種別 文字／Ｘ   ２ “０１”が記録されています 

 ③ 伝票番号 文字／Ｘ   ７ “０００００００”が記録されています 

 ④ 行番号 文字／Ｘ   ２ “００”が記録されています 

 ⑤ 取引先名（カナ） 文字／Ｘ  ２５ お取引先名が記録されています 

 ⑥ 電話番号 文字／Ｘ  １３ お取引先の電話番号が記録されています 

 ⑦ メッセージ１ 文字／Ｘ  ３０ お取引先宛の連絡事項が記録されています（通常はスペースが記録されています） 

 ⑧ メッセージ２ 文字／Ｘ  ３０ お取引先宛の連絡事項が記録されています（通常はスペースが記録されています） 

 ⑨ 電話番号（ＦＡＸ） 文字／Ｘ  １３ お取引先の電話番号（ＦＡＸ）が記録されています 

  ⑩ 予備 文字／Ｘ     ５ スペースが記録されています 
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ヘッダー部(1) 

項 番 項  目  名          属 性 桁 数   内     容 

 ① レコード区分 文字／Ｘ   １ “Ｈ”が記録されています 

 ② レコード種別 文字／Ｘ   ２ “０１”が記録されています 

 ③ 伝票番号 文字／Ｘ   ７ 納品伝票の伝票番号が記録されています 

 ④ 行番号 文字／Ｘ   ２ “００”が記録されています 

 ⑤ 発注番号 文字／Ｘ   ３ 発注番号が記録されています 

 ⑥ 取引先コード 文字／Ｘ   ８ お取引先のコード番号が記録されています 

 ⑦ 締日 文字／Ｘ   ２ お取引先への支払方法が記録されています 

“００”＝日払 “１０”＝週払 “２０”＝旬払 “３０”＝月払 

 ⑧ 取引区分 文字／Ｘ   ２ お取引先への取引区分が記憶されています 

“１１”＝仕入 “１２”＝返品 “１３”＝値引 

 ⑨ 業態コード 文字／Ｘ   ３ 業態のコード番号が記録されています 

 ⑩ 店舗コード 文字／Ｘ   ３ 店舗のコード番号が記録されています 

 ⑪ 部門コード 文字／Ｘ   ２ 部門のコード番号が記録されています 

 ⑫ 中分類コード 文字／Ｘ   ２ 中分類のコード番号が記録されています 

 ⑬ 伝発割当コード 文字／Ｘ     ２ 伝発割当のコード番号が記録されています 

 ⑭ 発注年月日 文字／Ｘ   ８ お取引先への発注日が西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で記録されています 

 ⑮ 納品年月日 文字／Ｘ   ８ 納品先への納品日が西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で記録されています 

 ⑯ センター納品年月日 文字／Ｘ   ８ センターへの納品日が西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で記録されています 

 ⑰ センター納品時間 文字／Ｘ   ６ センターへの納品時間が２４時間表示（ＨＨＭＭＳＳ）で記録されています 

 ⑱ 便区分 文字／Ｘ   １ 便の判別が記録されています 

“１”＝定番１便“２”＝定番２便“３”＝定番３便“４”＝特売１便“５”＝特売２便 

“６”＝特売３便“７”＝DC通常便“８”＝DC直送便“９”＝DC緊急便“０”＝DC特殊便 

 ⑲ 納品区分 文字／Ｘ   １ 納品方法が記録されています 

“０”＝直納   “１”＝ＴＣ１ “２”＝ＴＣ２ “３”＝ＴＣ３ “４”＝ＴＣ４ 

“５”＝ＤＣ１ “６”＝ＤＣ２ “７”＝ＤＣ３ “８”＝ＤＣ４ “９”＝その他 

 ⑳ 予備 文字／Ｘ   ５７ スペースが記録されています 
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ヘッダー部(2) 

項 番 項  目  名          属 性 桁 数   内     容 

 ① レコード区分 文字／Ｘ   １ “Ｈ”が記録されています 

 ② レコード種別 文字／Ｘ   ２ “０２”が記録されています 

 ③ 伝票番号 文字／Ｘ   ７ 納品伝票の伝票番号が記録されています 

 ④ 行番号 文字／Ｘ   ２ “００”が記録されています 

 ⑤ 発注番号 文字／Ｘ   ３ 発注番号が記録されています 

 ⑥ 業態名 （カナ） 文字／Ｘ  １５ 業態名が記録されています 

 ⑦ 企業名 （カナ） 文字／Ｘ  １５ 企業名が記録されています 

 ⑧ 店舗名 （カナ） 文字／Ｘ  １５ 店舗名が記録されています 

 ⑨ 部門名 （カナ） 文字／Ｘ  １０ 部門名が記録されています 

 ⑩ 中分類名（カナ） 文字／Ｘ １０ 中分類名が記憶されています 

 ⑪ 予備 文字／Ｘ ４８ スペースが記憶されています 

 ⑫     

 ⑬     

 ⑭     

 ⑮     

 ⑯     

 ⑰     

 ⑱     

 ⑲     

 ⑳     
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明細部 

項 番 項  目  名           属 性 桁 数   内     容 

 ① レコード区分 文字／Ｘ   １ “Ｂ”が記録されています 

 ② レコード種別 文字／Ｘ   ２ “０１”が記録されています 

 ③ 伝票番号 文字／Ｘ   ７ 納品伝票の伝票番号が記録されています 

 ④ 行番号 文字／Ｘ   ２ “０１”から“０９”が記録されています 

 ⑤ 商品コード 文字／Ｘ   ８ 発注商品の商品コードが記録されています 

 ⑥ ＪＡＮコード 文字／Ｘ  １３ 商品コードに対応するＪＡＮコードが左ずめで記録されています（短縮ＪＡＮは前ゼロ） 

 ⑦ ＰＬＵ区分 文字／Ｘ   １ POSへの登録有無を判別する区分が記録されています。“０”＝POS登録 “１”＝POS未登録 

 ⑧ 発注単位数 数値／９   ４ １発ロットの数量が記録されています 

 ⑨ 物流単位名 文字／Ｘ   ２ １発ロットの単位名が記録されています 

 ⑩ 発注数（バラ） 数値／９   ５ １発ロットの数量×入数が記録されています 

 ⑪ 発注数（ケース） 数値／９   ５ 発注ロット数が記録されています 

 ⑫ 原単価 数値／９   ８ １個当たりの原価が円未満２桁まで記録されています 

 ⑬ 売単価 数値／９   ６ １個当たりの売価が記録されています 

 ⑭ 商品名（カナ） 文字／Ｘ  ２５ 発注商品の名称が記録されています 

 ⑮ 規格（カナ） 文字／Ｘ  １６ 発注商品の規格名が記録されています 

 ⑯ メーカー名（カナ） 文字／Ｘ   ８ 発注商品のメーカー名が記録されています 

 ⑰ センタ発注番号 文字／Ｘ   ７ センタ発注用のオーダー番号が記録されています 

 ⑱ センタ発注付行番号 文字／Ｘ   ２ センタ発注用のオーダー番号毎に付加される行番号が記録されています 

 ⑲ 欠品理由コード 文字／Ｘ   ２ 空白が記録されています。お取引にて欠品発生時に“００”から“９９”を記録します 

 ⑳ 倉庫コード 文字／Ｘ   ２ 営業倉庫業者のみ倉庫コードが記録されてます。一般お取引先はスペースが記録されています 

  予備 文字／Ｘ   ２ スペースが記録されています 
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３． 伝票発行 

 

３．１  伝票発行要領について 

        当社、発注データーを基に、お取引先において伝票発行をしていただきます。（チエーンストア統一伝票Ⅱ型を使用） 

     伝票発行は、当社、発注データーの内容をいっさい変更せずに実施して下さい。但し、発注数は、発注数以内に限り、変更を可能といたします。 

     尚、商品の数量不足及び欠品等で発注数分納品出来ないときは、発行した伝票を指定の方法に従って訂正したうえで納品して下さい。 

 

３．２ 伝票発行編集内容 

出力項目の位置は、添付資料『ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅡ型』を参照とする。 

（１） ヘッダ１の編集内容を以下に示す。尚、何も指定が無ければ入力項目はヘッダー部とする。 

 

項番 入力項目名 出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 １  ①Ａ欄 下段  ３ “EOS” と設定します 

 ２ ⑤発注番号   /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ②Ｂ欄 下段  ３ 入力項目を設定します 

 ３ ⑥業態名(ｶﾅ)  /ﾍｯﾀﾞｰ(2) ③Ｄ欄 上段／業態名 １５ 入力項目を設定します 

 ４ ⑨部門名(ｶﾅ)  /ﾍｯﾀﾞｰ(2) ④Ｄ欄 中段／部門名 １０ 入力項目を設定します 

５ ⑩中分類名(ｶﾅ)/ﾍｯﾀﾞｰ(2) ⑤Ｄ欄 下段／中分類名 １０ 入力項目を設定します 

６ 

 

 

⑧取引区分  /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑥取引区分名  ５ 入力項目が“１１”の場合、空白 

     “１２”の場合、“ﾍﾝﾋﾟﾝ” 又は“返品” 

     “１３”の場合、“ﾈﾋﾞｷ”  又は“値引”を設定します 

また、“１２”及び“１３”の場合 

    伝票印刷済の  仕入伝票①の 仕入 の文字を“＝”で重ねて２行印字し 

消し込んで下さい 

７ ⑱便区分    /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑦Ｅ欄 上段 １２ 入力項目が“１”の場合、“ﾃｲﾊﾞﾝ1ﾋﾞﾝ” 又は“定番１便” 

          “２”の場合、“ﾃｲﾊﾞﾝ2ﾋﾞﾝ” 又は“定番２便” 

          “３”の場合、“ﾃｲﾊﾞﾝ3ﾋﾞﾝ” 又は“定番３便” 

          “４”の場合、“ﾄｸﾊﾞｲ1ﾋﾞﾝ” 又は“特売１便” 

          “５”の場合、“ﾄｸﾊﾞｲ2ﾋﾞﾝ” 又は“特売２便” 

          “６”の場合、“ﾄｸﾊﾞｲ3ﾋﾞﾝ” 又は“特売３便” 

          “７”の場合、“DCﾂｳｼﾞﾖｳﾋﾞﾝ”又は“ＤＣ通常便” 

          “８”の場合、“DCﾁﾖｸｿｳﾋﾞﾝ ”又は“ＤＣ直送便” 

          “９”の場合、“DCｷﾝｷﾕｳﾋﾞﾝ ”又は“ＤＣ緊急便” 

          “０”の場合、“DCﾄｸｼｭﾋﾞﾝ ” 又は“ＤＣ特殊便”を但し、左記以外はｽﾍﾟｰｽを設定します 
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項番 入力項目名 出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 ８ ⑲納品区分 /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑧Ｅ欄 中段 １４ 入力項目が“０”の場合、“ﾁｮｸﾉｳ”     又は“直納” 

          “１”の場合、“TC1ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＴＣ１納品” 

          “２”の場合、“TC2ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＴＣ２納品” 

          “３”の場合、“TC3ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＴＣ３納品” 

          “４”の場合、“TC4ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＴＣ４納品” 

          “５”の場合、“DC1ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＤＣ１納品” 

          “６”の場合、“DC2ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＤＣ２納品” 

          “７”の場合、“DC3ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＤＣ３納品” 

          “８”の場合、“DC4ﾉｳﾋﾝ”    又は“ＤＣ４納品” 

          “９”の場合、“ｿﾉﾀ    ”    又は“その他”    を但し、左記以外はｽﾍﾟｰｽを設定します 

 ９ ⑯センター納品年月日 

 /ﾍｯﾀﾞｰ(1) 

⑨Ｅ欄 下段・左  ６ 入力項目の 下位６桁 を設定します。 

ＹＹ／ＭＭ／ＤＤ 年月日の年下位２桁及び月の間と月及び日の間は“／”を設定します 

但し、ヘッダー部（１）の納品区分が“０”＝直納の場合、⑨⑩は設定しません 

  ⑨Ｅ覧 下段・左右間  “－”を設定します 

 

１０ ⑰センター納品時間 

 /ﾍｯﾀﾞｰ(1) 

⑩Ｅ欄 下段・右  ６ 入力項目の上位４桁を設定します 

ＨＨ：ＭＭ 時間の時及び分の間は“：”を設定します 
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  （２）ヘッダ２の編集内容を以下に示す。尚、何も指定が無ければ入力項目はヘッダー部とする。 

 

項番 入力項目名 出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 １ ⑦企業名(ｶﾅ)/ﾍｯﾀﾞｰ(2) ①社名 ２０ 入力項目を設定します 

 ２ ⑧店舗名(ｶﾅ)/ﾍｯﾀﾞｰ(2) ②店名 ２０ 入力項目を設定します 

 ３ ⑥取引先ｺｰﾄﾞ/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ③社コード  ２ 入力項目の 上位２桁 を設定します 

 ４ ⑩店舗ｺｰﾄﾞ /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ④店コード  ２ 入力項目の 下位２桁 を設定します。又、③④間は、“－”を設定します 

 ５ ⑪部門ｺｰﾄﾞ /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑤分類コード・左  ２ 入力項目を設定します 

 ６ ⑫中分類ｺｰﾄﾞ/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑥分類コード・右  ２ 入力項目を設定します 

 ７ ⑧取引区分 /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑦伝票区分  ２ 入力項目を設定します 

 ８ ③伝票番号 /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑧伝票番号  ７ 入力項目を設定します。 

 ９ ⑥取引先ｺｰﾄﾞ/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑨取引先コード  ６ 入力項目の 下位６桁 を設定します。 

１０ ⑥取引先ｺｰﾄﾞ/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑩取引先名／上段  ８ 入力項目を設定します 

１１ ⑤取引先名 /ﾌｧｲﾙﾍｯﾀﾞ ⑪取引先名／中段 ２０ 入力項目を設定します 

１２ ⑥電話番号 /ﾌｧｲﾙﾍｯﾀﾞ ⑫取引先名／下段 １３ 入力項目を設定します 

１３ ⑭発注年月日/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑬発注日  ６ 入力項目の 下位６桁 を設定します 

１４ ⑮納品年月日/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑭納品日  ６ 入力項目の 下位６桁 を設定します 

１５ ⑱便区分  /ﾍｯﾀﾞｰ(1) ⑮便  １ 入力項目を設定します 
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   （３）ボディーの編集内容を以下に示す。尚、何も指定が無ければ入力項目は明細部とする。 

 

項番 入力項目名 出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 １ ⑭商品名(ｶﾅ) ①品名・規格／上段 ２５ 入力項目を設定します 

 ３ ⑮規格(ｶﾅ) ②品名・規格／下段・左 １６ 入力項目を設定します 

 ４ ⑯メーカー名(ｶﾅ) ③品名・規格／下段・右  ８ 入力項目を設定します 

 ２ ⑤商品コード ④商品コード／上段  ８ 入力項目を設定します 

 ５ ⑥ＪＡＮコード ⑤商品コード／下段 １３ 入力項目を設定します 

 ６ ⑧発注単位数 ⑥色／入数  ５ 入力項目を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

 ７ ⑪発注数(ｹｰｽ) ⑦サイズ／ケース  ５ 入力項目を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

 ８ ⑨物流単位名 ⑧単位  ２ 入力項目を設定します 

 ９ ⑩発注数(ﾊﾞﾗ) ⑨数量  ５ 入力項目を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

１０ ⑲欠品理由コード ⑩引合／区分・左 ２ 欠品が発生しなかった場合は入力項目を設定します。 

欠品が発生した場合、お取引先側理由の場合“０１”を、当社側理由の場合“９９”を各々設定します 

１１ ⑦ＰＬＵ区分 ⑪引合／区分・右  １ 入力項目が“０”の場合、“Ｐ” 

     “１”の場合、スペースを設定します 

１２ ⑫原単価 ⑫原単価  ８ 入力項目を設定します。但し、小数点部2桁を除き、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

１３  ⑬原価金額  ９ 発注数量(バラ)×原単価（切捨て）を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

１４ ⑬売単価 ⑭売単価  ６ 入力項目を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

尚、取引区分が“１３”値引の場合は設定しません 

１５  ⑮備考(売価金額)  ９ 発注数量(バラ)×売単価を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

尚、取引区分が“１３”値引の場合は設定しません 

１６  ⑯品名・規格／下段 ２５ 印刷行数が9行に満たない場合、最終印刷行の次の行の下段に 

“**ﾖﾊｸﾆﾊ ｷﾆｭｳ ｼﾅｲﾃﾞｸﾀﾞｻｲ**”を設定します 
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  （４）テイルの編集内容を以下に示す。尚、何も指定が無ければ入力項目はヘッダー部とする。 

 

項番 入力項目名 出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 １  ①Ｆ欄／上段 １０ “ｼﾖｳﾋｾﾞｲ ﾊ ”を設定します 

 ２  ②Ｆ欄／下段 １０ “ﾌｸﾏﾚﾃｵﾘﾏｾﾝ”を設定します 

 ３ ⑦締日/ﾍｯﾀﾞｰ(1) ③Ｈ欄 下段 １２ 入力項目が 

“００”の場合、 “*ﾋﾊﾞﾗｲ      *”又は“＊日払い＊” 

“１０”の場合、 “*ｼﾕｳﾊﾞﾗｲ    *”又は“＊週払い＊” 

“２０”の場合、 “*ｼﾞﾕﾝﾊﾞﾗｲ   *”又は“＊旬払い＊” 

“３０”の場合、 “*ﾂｷﾊﾞﾗｲ     *”又は“＊月払い＊” を但し、左記以外はｽﾍﾟｰｽを設定します 

 ４  ④原価金額合計  ９ ボデイの原価金額の合計を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

 ５  ⑤売価金額合計  ９ ボデイの売価金額の合計を設定します。但し、有効数字の前ゼロを前スペースに編集する 

尚、取引区分が“１３”値引の場合は設定しません 

６   Ｇ欄  お取引先にて自由に使用して下さい 

 ７   Ｉ欄、Ｊ欄、Ｋ欄、Ｌ欄  使用しないで下さい 
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３．３    数量訂正の方法 

 

（１） 機械で実施する場合 

① 発注数量よりも大きい数値は入力出来ないようにチェックをかけて下さい。 

② 伝票上の“数量、原価金額、備考（売価金額）、原価金額合計、売価金額合計”の欄を“＝”で重ねて印字して下さい。 

③ 伝票上の“訂正後数量”の欄に納品可能な数量を印字して下さい。 

④ 伝票上のボディー部“原価金額”の上段欄に訂正後数量で再計算した原価金額を印字して下さい。 

⑤ 伝票上のボディー部“備考（売価金額）”の上段欄に訂正後数量で再計算した売価金額を印字して下さい。 

⑥ 伝票上のテイル部“訂正後原価金額合計”、“訂正後売価金額合計”で再計算した各々の金額を印字して下さい。 

 

（２） 手書きで実施する場合 

① 発注数量よりも大きい数値は記入しないで下さい。 

② 伝票上の“数量、原価金額、備考（売価金額）、原価金額合計、売価金額合計”の欄を二重線で消して下さい。 

③ 伝票上の“訂正後数量”の欄に納品可能な数量を記入して下さい。 

④ 伝票上のボディー部“原価金額”の上段欄に訂正後数量で再計算した原価金額を記入して下さい。 

⑤ 伝票上のボディー部“備考（売価金額）”の上段欄に訂正後数量で再計算した売価金額を記入して下さい。 

⑥ 伝票上のテイル部“訂正後原価金額合計”、“訂正後売価金額合計”で再計算した各々の金額を記入して下さい。 

⑦ 訂正個所に訂正印を押下して下さい。 
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４．  テスト用接続センター情報 

        テスト時間帯は、 １．１ 運用時間 の 接続可能時間帯 を利用して下さい 

 

項番 項目名 設定内容 備考欄 

 １ センターコード ８８８８８８  

 ２ ＩＤ ＡＡ  

 ３ データ種別 ２１  

 ４ 取引先コード ０２７７７９９１ 本番時はお取引先に割当てられたものを設定致します 

 ５ 識別子 ２７７７９９ 本番時はお取引先に割当てられたものを設定致します 

 ６ センター名 ロヂャース  

 ７ 電話番号 ０４８－８５９－６４５７(2400) 

０４８－８５９－６４５２(9600) 

 

 ８ ＢＬＫサイズ ２５６  

 

５．   テスト結果検証方法及び問合せ先 

     添付資料の内容と、お取引先での結果を確認後、下記まで検収をファックスにて依頼して下さい。 

ファックスする時はテスト印刷された伝票は、１枚毎にＡ４サイズ横１枚に収め、全伝票分を送信して下さい。 

尚、検収依頼時は、連絡先（電話番号、担当者名）を明記します。 

 

          テスト結果検収依頼先 

 

          北辰商事株式会社 システム部 

       ０４８－８４０－００６６（一般） 

            ０４８－８４０－００９９（ＦＡＸ） 

              検収担当  ： 遊佐  迄 
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６．   添付資料 

 

     (1)『データ交換に関する費用』 

     (2)『ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅡ型』･･･ＨＰ●取引業者様用資料 (3)データ交換仕様説明書（発注編_印刷様式）をDounLoadして下さい 

 

（１）『データ交換に関する費用』について以下に示す。 

 

 

項番 

 

データの名称 

      月 額 基 本 料 金  1行当たりの 

 データ処理料  

 

 回線開設料 

 

備考欄 

 3000万以下  3～5000万  5000万以上  

 １ 発注データ/EOS   5,000円  10,000円  15,000円    2円   

 ２        

 ３        

 ４        

 ５        

 

（補足説明） 

 

① 月額基本料金は、４月から翌年３月迄の当社で把握している『純仕入金額（返品及び値引をマイナスした金額）』より設定し、 

有効期間は、５月から翌年４月迄の間とし、毎年見直しを致します。 

 

② 支払は、お取引先に対する当社の買掛金（商品代金）との相殺になります。 

 


